
デ
ジ
モ
ン
テ
イ
マ
ー
ズ

第
７
話

ギ
ル
モ
ン
が
危
な
い
！

ぼ
く
の
町
の
冒
険

第
二
稿脚
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／

小
中
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昭
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i
a
k
J
.
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a
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登
場
人
物

松
田

啓
人
〔
タ
カ
ト
〕(

1
0
)

李

健
良
〔
リ
ー
く
ん
／
ジ
ェ
ン
リ
ャ
〕(

1
0
)

牧
野

留
姫
〔
ル
キ
〕(

1
0
)

ギ
ル
モ
ン

テ
リ
ア
モ
ン

レ
ナ
モ
ン

ク
ル
モ
ン

▼
淀
橋
小
学
校

浅
沼
奈
美(

2
6
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
担
任
教
諭

加
藤

樹
莉(

1
0
)

▼
両
親
達

松
田

剛
弘(

4
1
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
カ
ト
の
父
親

松
田

美
枝(

3
5
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
カ
ト
の
母
親

李

小
春(

0
7
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ
ー
の
妹

秦

聖
子(

4
9
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
留
姫
の
祖
母

▼
情
報
管
理
局

山
木
満
雄(

3
2
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ネ
ッ
ト
管
制
室
長

鳳

麗
花(
2
6
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
チ
ー
フ
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

情
報
省
監
査
委
員
（
声
の
み
）

留
姫
の
学
校
（
私
立
女
子
学
園
）
の
生
徒
た
ち



○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ

Ｎ

「
絶
対
的
な
危
機
に
陥
っ
た
レ
ナ
モ
ン
は
、
ル
キ
の
真
摯
な
気
持
ち

を
受
け
成
熟
期
・
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
。
デ
ジ
モ

ン
の
進
化
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
若
き
テ
イ
マ
ー
ズ
た

ち
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
デ
ジ
モ
ン
と
共
に
未
知
の
領
域
へ
踏
み
込
む
」

Ｂ
Ｇ
Ｍ
終
わ
り
間
際
、
画
面
と
音
声
が
激
し
い
ノ
イ
ズ
に
ま

み
れ
る
。

ズ
ザ
ザ
ザ
ザ

。
ノ
イ
ズ
の
向
こ
う
に
、
奇
妙
な
、
影
。

○
西
新
宿
副
都
心
／
未
明

静
か
な
る
町

否
、
輻
輳
す
る
声
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。

デ
ー
タ
通
信
音
、
携
帯
の
声
、
無
線
の
コ
ー
ル
サ
イ
ン

。

○
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
画
面
（
イ
メ
ー
ジ
的
に
）

俯
瞰
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
レ
イ
ヤ
ー
構
造
。

そ
こ
は
�
も
う
一
つ
の
世
界
�
。

○
西
新
宿
／
商
店
街坂

道
の
く
ね
く
ね
と
し
た
道
が
入
り
組
む
路
地
。

そ
の
道
に
沿
っ
て
並
び
立
つ
電
柱
。

ビ
ル
と
ビ
ル
の
合
間
に
、
ぼ
う
っ
、
と
黒
い
巨
大
な
影
が
浮

か
び
、
誰
の
目
に
止
ま
る
事
も
無
く
再
び
空
の
蒼
に
溶
け
た
。

○
留
姫
の
家
／
庭

縁
側
に
ペ
タ
リ
と
座
っ
て
、
庭
の
隅
に
小
山
の
様
に
う
ず
く

ま
る
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
を
見
つ
め
て
い
る
留
姫
。

慈
し
む
心

テ
イ
マ
ー
と
し
て
の
自
尊
心

。

留

姫
「
（
小
さ
く
嘆
息
）
ふ
ぅ
…
…
（
少
し
だ
け
、
微
笑
ん
で
）
」

１



○
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

○
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム
前

駆
け
込
ん
で
く
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
お
は
よ
ー
っ
！
」

ぬ
っ
と
顔
を
出
す
ギ
ル
モ
ン
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
ー
、
お
は
よ
ー
。
あ
の
ね
、
ギ
ル
モ
ン
、
眠
っ
て
る
間

に
別
の
と
こ
ろ
に
い
た
の
」

タ
カ
ト
「
え
っ
？

別
の
と
こ
ろ
っ
て
…
…
？
」

○
公
園
脇
の
道
（
十
二
社
通
り
）

ギ
ル
モ
ン
と
並
ん
で
歩
く
タ
カ
ト
。

ギ
ル
モ
ン
「

な
ん
か
、
光
が
チ
カ
チ
カ
し
て
て
、
ギ
ル
モ
ン
ど
こ
に
い

る
の
か
判
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て

」

タ
カ
ト
「
そ
れ
っ
て
ギ
ル
モ
ン
の
見
た
、
夢
…
…
（
ハ
ッ
）
」

ギ
ル
モ
ン
の
姿
、
膝
下
が
チ
リ
チ
リ
と
量
子
化
ノ
イ
ズ
で
ぼ

や
け
て
い
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
ど
う
し
た
の
？
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
ぎ
っ
、
ギ
ル
モ
ン
！
」

思
わ
ず
タ
カ
ト
、
ギ
ル
モ
ン
の
手
を
自
己
の
方
へ
引
っ
張
る
。

と
と
と
、
っ
と
前
に
出
る
ギ
ル
モ
ン
。

も
う
異
変
は
起
き
て
い
な
い
。

ギ
ル
モ
ン
「
ね
え
ね
え
、
ど
う
し
た
の
っ
て
ば
タ
カ
ト
？
」

タ
カ
ト
「

今
、
ギ
ル
モ
ン
が
…
…
」

慄
然
と
し
て
辺
り
を
見
回
す
タ
カ
ト
。

そ
こ
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
の
入
り
口
前

。

○
同
／
校
舎
の
裏
／
休
み
時
間

リ
ー
と
タ
カ
ト
、
ひ
と
気
無
い
そ
こ
に
い
る
。

タ
カ
ト
「
ね
ぇ
、
リ
ー
君
ど
う
思
う
？

僕
の
目
が
お
か
し
か
っ
た
の
か
な
」

リ

ー
「
…
…
」

２



タ
カ
ト
「
で
も
僕
見
た
ん
だ
！

僕
、
僕
イ
ヤ
だ
よ
、
ギ
ル
モ
ン
が
い
な
く

な
っ
ち
ゃ
う
な
ん
て
！
」

リ

ー
「

も
と
も
と
デ
ジ
モ
ン
は
、
こ
の
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
い
て

は
な
ら
な
い
存
在
だ
」

タ
カ
ト
「
！

い
て
は
な
ら
な
い
、
っ
て

」

と
、
リ
ー
の
肩
か
ら
テ
リ
ア
モ
ン
が
ぬ
っ
、
と
顔
を
出
す
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
も
ー
ま
ん
た
い
ー
。
そ
ん
な
に
い
ち
い
ち
、
あ
っ
ち
の
事
、

こ
っ
ち
の
事
っ
て
分
け
な
く
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
」

タ
カ
ト
「
そ
、
そ
う
さ
。
そ
う
だ
よ
ね
テ
リ
ア
モ
ン
」

リ

ー
「

そ
う
、
な
の
か
な
…
…
」

タ
カ
ト
「
リ
ー
君
だ
っ
て
、
ず
っ
と
テ
リ
ア
モ
ン
と
一
緒
に
い
た
い
で
し
ょ

!?

違
う
の!?
」

リ

ー
「
タ
カ
ト
君

。
永
遠
に
と
い
う
事
は
、
な
い
ん
だ
よ
、
ど
ん
な

事
に
だ
っ
て
ね
」

タ
カ
ト
「

（
顔
を
歪
ま
せ
）

何
言
っ
て
ん
だ
か
判
ん
な
い
よ
！
」

タ
カ
ト
、
ダ
ッ
と
駈
け
去
っ
て
い
く
。

沈
痛
に
見
送
る
リ
ー
の
脇
で
、
テ
リ
ア
モ
ン
は
ふ
に
ゃ
ふ
に

ゃ
し
て
い
る
。

○
新
宿
副
都
心

高
層
ビ
ル
の
下
を
走
る
道
路
。

そ
こ
に
立
つ
男

。
カ
チ
カ
チ
と
ジ
ッ
ポ
の
音
を
さ
せ
て

立
っ
て
い
る
。

ピ
ピ
ッ
。
携
帯
が
鳴
っ
た
。

男

「
山
木
」

女
の
声
「
山
木
室
長
、
至
急
お
戻
り
下
さ
い
」

山

木
「
ど
う
し
た
（
管
制
室
の
あ
る
都
庁
ビ
ル
中
層
部
を
見
上
げ
）
」

女
の
声
「
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
現
象
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
が
山
木
室
長
に
説

明
を
求
め
た
い
と
」

山

木
「
（
嘆
息
）
説
明
し
て
理
解
さ
れ
る
と
思
う
か
？
」

女
の
声
「
（
や
や
不
安
気
）
室
長
…
…
？
」

山

木
「
す
ぐ
戻
る
」

携
帯
を
切
り
、
歩
き
出
そ
う
と
し
て

、
中
央
公
園
の
方

３



を
振
り
向
く
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
た
硬
質
な
男
の
、
顔
。

○
タ
カ
ト
の
教
室

窓
か
ら
ぼ
う
っ
と
外
を
見
つ
め
て
い
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
（
呟
く
）
も
っ
と
ギ
ル
モ
ン
が
強
く

（
や
や
大
き
く
）
進
化

す
れ
ば

」

タ
カ
ト
の
方
を
振
り
向
く
樹
莉
。

樹

莉
「
…
…
シ
ン
カ
？
」

タ
カ
ト
「
へ
？
」目
と
目
が
合
っ
て
ど
ぎ
ま
ぎ
。

樹
莉
、
悪
戯
っ
ぽ
く
微
笑
み

、
ぬ
っ
と
犬
ミ
ッ
ト
を
つ

け
た
手
を
だ
し
て
「
わ
ん
」

タ
カ
ト
、
真
っ
赤
に
な
っ
て
俯
く
。

奈

美
「
（
オ
フ
か
ら
）

大
雨
が
降
っ
た
り
し
た
ら
、
す
ぐ
に
下
水
道

が
溢
れ
て
し
ま
う
の
。
だ
か
ら
、
中
央
公
園
の
方
か
ら
地
下
深
く

に
、
水
を
溜
め
て
お
け
る
大
き
な
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
て
い
ま
す
」

タ
カ
ト
、
ふ
と
黒
板
を
見
る
。

西
新
宿
道
路
下
を
走
る
ト
ン
ネ
ル
の
地
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「

ト
ン
ネ
ル
…
…
」

○
中
央
公
園
／
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム
前

駆
け
込
ん
で
く
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
ギ
ル
モ
ン
ギ
ル
モ
ン!

?

」

○
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム

タ
カ
ト
「
ギ
ル

…
…
」

ギ
ル
モ
ン
、
ク
ル
モ
ン
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
。

ク
ル
モ
ン
の
真
似
を
し
て
耳
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
て
ド
タ
バ
タ

し
て
い
る
ギ
ル
モ
ン
。

タ
カ
ト
「
（
安
堵
）
よ
か
っ
た
…
…
。
ク
ル
モ
ン
と
遊
ん
で
た
ん
だ
」

ク
ル
モ
ン
「
く
る
ー
？
」

４



タ
カ
ト
、
ク
ル
モ
ン
に
近
づ
く
。

タ
カ
ト
「
ね
え
、
君
ど
こ
に
住
ん
で
る
の
？

誰
か
と
一
緒
な
の
？
」

タ
カ
ト
が
手
を
差
し
伸
ば
す
と
、
す
っ
と
後
退
。

ク
ル
モ
ン
「
ク
ル
モ
ン
は
ど
こ
に
で
も
い
け
る
ク
ル
～
。
だ
か
ら
お
う
ち
な

ん
て
い
ら
な
い
ク
ル
～
」

タ
カ
ト
「

寂
し
く
、
な
い
の
？
」

ク
ル
モ
ン
「
ん
～
ん
？

さ
び
し
い
っ
て
な
あ
に
？
」

タ
カ
ト
「
え
っ
と
だ
か
ら

、
夜
と
か
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
、
誰
か
が
近

く
に
い
て
く
れ
な
い
か
な
ー
っ
て
い
う
気
持
ち
、
か
な
」

ク
ル
モ
ン
「
…
…
そ
ん
な
気
持
ち
、
わ
か
ん
な
い
く
る
ー
」

ク
ル
モ
ン
、
寂
し
げ
な
顔
を
し
て
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。

○
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
画
面ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
造
的
に
仮
想
的
に
視
覚
化
し
た
ワ
ッ
チ

・
シ
ス
テ
ム
。
異
状
は
無
く
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
を
表
示
。

山

木
「
（
オ
フ
）
こ
の
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
は
、
急
速
に
成
長
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
を
常
に
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

い
か
な
る
情
報
の
や
り
と
り
を
も
記
録
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル

ド
に
異
常
が
起
き
た
場
合
、
不
正
な
情
報
が
流
れ
た
場
合
に
は
直

ち
に
そ
れ
を
廃
除
す
る
事
を
目
的
に
構
築
し
ま
し
た
」

中
年
の
声
（
監
査
委
員
）
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
全
て
？

個
人
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
情
報
す
ら
も
監
視
し
て
い
る
と
い
う
の
か
ね
」

山

木
「
（
オ
フ
）
あ
く
ま
で
不
正
な
動
き
、
犯
罪
に
関
す
る
事
の
み
で
す
」

監
査
委
員
「
（
オ
フ
／
呻
く
）
こ
ん
な
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る
事
が
国
民
に

知
ら
れ
た
ら
解
散
総
選
挙
だ
な
」

ヒ
ュ
プ
ノ
ス
の
前
に
立
つ
山
木
。

山

木
「
同
様
の
シ
ス
テ
ム
は
既
に
各
国
で
動
い
て
い
る
の
で
す
。
我
が
国

は
遅
れ
て
い
る
の
で
す
よ
」

監
査
委
員
「
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
の
存
在
は
、
絶
対
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
様
な
施
設
は
存
在
す
ら
し
て
い
な
い
、
と
い
う
事
だ
。
い
い
ね
」

山

木
「
（
自
嘲
）
我
々
自
身
が
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
存
在
、
と
い
う
事
か
」

○
新
宿
繁
華
街

５



監
査
委
員
「
（
オ
フ
）
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
が
こ
の
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
実

体
化
す
る
な
ど
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
な
の
だ
」

雑
踏
の
中
を
歩
く
、
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
。

ギ
ル
モ
ン
に
ギ
ョ
ッ
と
し
て
振
り
向
く
人
も
い
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
ね
ー
タ
カ
ト
ー
、
ギ
ル
モ
ン
た
ち
ど
こ
行
く
の
ー
？
」

タ
カ
ト
「
う
ん
…
…
。
（
あ
、
と
思
い
出
し
）
ね
ぇ
、
ギ
ル
モ
ン
は
進
化
し

た
い
？
」

ギ
ル
モ
ン
「
シ
ン
カ
？

ギ
ル
モ
ン
判
ん
な
い
」

タ
カ
ト
「
…
…
」

○
留
姫
の
学
校
／
校
門
前

低
学
年
の
少
女
達
が
、
陰
に
隠
れ
て
い
る
ギ
ル
モ
ン
を
取
り

巻
い
て
、
引
っ
張
っ
た
り
叩
い
た
り
し
て
い
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
（
困
り
顔
）
タ
カ
ト
ォ
ォ
…
…
」

そ
の
向
こ
う
、
校
門
前
で
、
タ
カ
ト
が
同
年
代
の
少
女
に
手

振
り
で
留
姫
の
髪
形
を
説
明
し
て
い
る
。

少
女
は
合
点
し
、
指
で
方
向
を
示
し
家
を
教
え
る
。

○
留
姫
の
家
前

古
い
日
本
家
屋
が
未
だ
多
く
残
る
、
日
陰
の
街
。

留
姫
の
家
の
格
子
戸
前
に
立
つ
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
。

タ
カ
ト
「
（
練
習
）
え
ー
と
、
こ
ん
に
ち
は
。
僕
は
る
、
る
、
留
姫
さ
ん
の

友
だ
ち
で
、
あ
、
学
校
は
違
う
ん
で
す
け
ど
っ
て
い
う
か
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
誰
と
喋
っ
て
ん
の
？
」

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
黙
っ
て
て
っ
て
ば
。
今
練
習
し
て
ん
だ
か

」

と
、
背
後
か
ら
留
姫
の
声
。

留

姫
「
（
オ
フ
）
戦
う
勇
気
も
な
い
腰
抜
け
テ
イ
マ
ー
が
、
何
の
用
？
」

ム
ッ
と
な
っ
て
振
り
向
く
と
、
学
校
帰
り
の
留
姫
。

留

姫
「
ギ
ル
モ
ン
を
町
ン
中
連
れ
て
歩
く
の
や
め
て
く
ん
な
い
？

恥
ず

か
し
い
」

タ
カ
ト
「
は
、
恥
ず
か
し
く
な
ん
か
、
な
い
や
！
」

６



睨
み
合
う
二
人
。

キ
ョ
ト
ン
と
し
て
二
人
を
交
互
に
見
る
ギ
ル
モ
ン
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
戦
う
の
か
？
」

タ
カ
ト
「
へ
？

」

タ
カ
ト
、
自
分
と
留
姫
を
交
互
に
指
さ
し

タ
カ
ト
「
た
、
戦
う
っ
て
違
う
よ
っ
！
」

留
姫
、
思
わ
ず
「
く
す
っ
」

タ
カ
ト
「
ケ
ン
カ
し
に
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」

留
姫
、
す
ぐ
に
ま
た
硬
質
な
顔
に
。

タ
カ
ト
「

牧
野
、
留
姫
さ
ん
、
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
僕
は
タ
カ
ト
。
松

田
タ
カ
ト
」

留

姫
「
用
は
何
。
あ
た
し
に
恋
を
し
て
告
白
し
に
来
た
と
か
？
」

タ
カ
ト
「
（
ゲ
ソ
ッ
…
…
）
」

○
留
姫
の
家
／
日
本
庭
園

レ
ナ
モ
ン
が
軒
の
陰
に
立
ち
、
ギ
ル
モ
ン
は
う
ず
く
ま
っ
て

休
ん
で
い
る
。

タ
カ
ト
「
レ
ナ
モ
ン
に
戻
っ
た
ん
だ
…
…
」

留

姫
「

何
の
用
か
早
く
言
っ
て
く
ん
な
い
」

タ
カ
ト
「
僕
、
君
を
夢
の
中
で
見
た
、
気
が
し
て
る
ん
だ
」

留

姫
「

？
」

タ
カ
ト
「
あ
っ
、
勘
違
い
し
な
い
で
よ
！

だ
か
ら
別
に
僕
、
君
の
事
が
好

き
と
か
そ
う
い
う
ん
じ
ゃ
な
く
っ
て

」

留

姫
「
冗
談
も
判
ん
な
い
子
ど
も
」

タ
カ
ト
「
（
ム
ッ
）
同
じ
５
年
生
じ
ゃ
な
い
か
っ
」

留

姫
「
い
い
加
減
に
し
て
よ
！

人
の
事
勝
手
に
夢
ン
中
で
見
た
と
か
言

っ
て
、
相
当
ブ
キ
ミ
な
事
言
っ
て
ん
の
判
ん
な
い!?

」

タ
カ
ト
「
あ

、
違
う
ん
だ
…
…
。
君
に
聞
き
た
い
事
が
あ
っ
て
…
…
」

タ
カ
ト
、
レ
ナ
モ
ン
の
方
を
見
る
。

タ
カ
ト
「
留
姫
ち
ゃ
ん
、
は
、
そ
の
、
レ
ナ
モ
ン
が
ど
う
し
て
デ
ジ
タ
ル
・

ワ
ー
ル
ド
か
ら
、
こ
っ
ち
側
に
出
て
来
た
の
か
、
知
っ
て
る
？
」

留

姫
「

何
で
」

タ
カ
ト
「
ま
た

、
デ
ー
タ
に
戻
っ
ち
ゃ
っ
た
り
、
す
る
、
の
か
な
…
…
」
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留

姫
「
デ
ジ
モ
ン
は
元
々
デ
ー
タ
だ
よ
。
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
」

タ
カ
ト
「

そ
ん
な

、
そ
ん
な
の
、
寂
し
い
よ
！
」

留

姫
「
…
…
」留
姫
、
レ
ナ
モ
ン
の
方
を
チ
ラ
と
見
て

俯
く
。

○
留
姫
の
家
の
前
／
夕
刻

門
か
ら
出
て
く
る
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
。

タ
カ
ト
「
一
度
、
ち
ゃ
ん
と
話
し
た
か
っ
た
ん
だ
。
あ
の
夢
を
見
た
時
か
ら
」

留

姫
「

」

タ
カ
ト
「

じ
ゃ
あ
」

ギ
ル
モ
ン
「
レ
ナ
モ
ン
、
ば
い
ば
い
ー
」

レ
ナ
モ
ン
「

（
視
線
を
避
け
る
）
」

留

姫
「

ち
ょ
っ
と
」

タ
カ
ト
「
何
？
（
振
り
向
き
）
」

留

姫
「
今
度
ち
ゃ
ん
づ
け
で
呼
ん
だ
ら
ケ
リ
入
れ
る
か
ら
」

ぷ
い
っ
と
門
に
入
り
、
木
戸
を
バ
シ
ッ
と
閉
じ
る
留
姫
。

タ
カ
ト
「
（
ム
～
～
～
～
～
ッ
）
な
っ
っ
、
何
だ
よ
あ
い
つ
！
」

○
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
画
面
〔
情
報
管
理
局
ネ
ッ
ト
管
制
室
〕

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
図
に
、
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
に
似
た
質
感

の
広
範
囲
な
異
物
・
�
ゾ
ー
ン
�
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

麗

花
「
（
Ｈ
Ｍ
Ｄ
を
外
し
て
振
り
向
き
）
山
木
室
長
！
」

山

木
「
（
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
を
見
つ
め
）
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
、
で
は
な
い
」

麗

花
「
こ
ん
な
パ
タ
ー
ン
は
過
去
に
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
せ
ん
」

山

木
「
（
苦
渋
）
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
サ
ー
」

麗

花
「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
実
行
。
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
モ
ニ
タ
を
出
し
ま
す
」

ヒ
ュ
プ
ノ
ス
の
大
画
面
の
前
の
虚
空
に
仮
想
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が

開
き
、
ネ
ッ
ト
内
を
突
き
進
む
視
点
が
映
る
。

山

木
「

何
だ
こ
れ
は
…
…
」

秩
序
だ
っ
て
い
る
筈
の
ネ
ッ
ト
の
中
に
、
カ
オ
ス
が
渦
巻
く

�
ゾ
ー
ン
�
が
あ
っ
た
。

ヒ
ュ
プ
ノ
ス
画
面
に
戻
り
、
そ
の
�
ゾ
ー
ン
�
が
浮
か
ぶ
俯
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瞰
図
と
な
り
、
そ
れ
は

○
新
宿
副
都
心
／
夜高

層
ビ
ル
の
立
ち
並
ぶ
世
界
へ
と
重
な
る
。

こ
の
世
界
は
、
も
う
一
つ
の
世
界
と
重
な
っ
て
い
る

。

○
中
央
公
園
西
側
道
路
（
十
二
社
通
り
）

も
う
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
道
を
歩
く
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン

の
姿
が
、
走
り
抜
け
る
車
の
ラ
イ
ト
に
浮
か
ぶ
。

タ
カ
ト
「
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
？

ど
う
し
た
の
？
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
え
？

あ
、
う
ん
…
…
。
僕
は
デ
ジ
モ
ン
が
と
っ
て
も
好
き
で
、

ネ
ッ
ト
の
中
と
か
、
カ
ー
ド
の
中
だ
け
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
ホ
ン
ト

に
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
出
来
た
ら
と
っ
て
も
楽
し
い
の
に
っ
て
ず

っ
と
思
っ
て
て
、
だ
か
ら

」

ギ
ル
モ
ン
「
（
オ
フ
）
タ
カ
ト
ぉ
…
…
？
」

タ
カ
ト
「
え
？
…
…!

!
!
!

」

ギ
ル
モ
ン
が
足
元
か
ら
量
子
化
分
散
し
始
め
て
い
る
！

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン!!

」

ギ
ル
モ
ン
「
（
声
が
徐
々
に
く
ぐ
も
っ
た
ノ
イ
ズ
ま
じ
り
に
）
変
、
だ
よ
タ

カ
ト

、
ギ
ル
モ
ン

、
こ
こ
に

い
な
く
な
る

」

タ
カ
ト
「
（
衝
撃
）
そ
ん
な
の
ヤ
ダ
ァ
ァ
！
ギ
ル
モ
ォ
ォ
ォ
ン
！
」

タ
カ
ト
、
ギ
ル
モ
ン
に
飛
び
つ
く
。

ま
だ
実
体
の
あ
る
首
に
し
が
み
つ
く
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
駄
目
だ
よ!!

そ
ん
な
の
絶
対
駄
目
だ
よ
！

ギ
ル
モ
ン
が
ど
っ

か
行
っ
ち
ゃ
う
な
ん
て
、
ぼ
く
、
僕
絶
対

」

ギ
ル
モ
ン
「
ギ
ル
モ
ン

ど
こ
に
も
行
か
な
い
よ
…
…
」

言
い
な
が
ら
ギ
ル
モ
ン
の
全
身
が
量
子
化
。

タ
カ
ト
、
掴
む
対
象
物
を
失
い
倒
れ
込
む
。

タ
カ
ト
「
あ
ッ
！

（
振
り
向
き
）
ギ
ル
モ
ン!!

」

ギ
ル
モ
ン
の
フ
ォ
ル
ム
を
形
成
し
て
い
た
虚
空
の
デ
ジ
タ
ル

ノ
イ
ズ
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
消
え
て
い
く
。
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ギ
ル
モ
ン
「

タ

カ

ト
」

タ
カ
ト
「
（
悲
痛
）
ギ
ル
モ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン!

!
!
!

」

こ
の
世
界
に
い
る
筈
の
な
い
デ
ジ
タ
ル
モ
ン
ス
タ
ー
は
、
こ

こ
に
今
は
い
な
い
。

タ
カ
ト
「

最
初
か
ら
、
い
な
か
っ
た
…
…
？

こ
ん
な
事

」

必
死
に
堪
え
て
い
る
。
で
も
、
涙
の
粒
が
零
れ
落
ち
る
。

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
は
、
い
た
も
の
…
…
。
僕
の
、
友
だ
ち

」

ハ
ッ
と
な
る
タ
カ
ト
、
腰
の
Ｄ－

Ａ
Ｒ
Ｋ
を
手
に
と
る
。

ピ
ピ
ピ
…
…
ピ
ピ
ピ
…
…
。
弱
い
な
が
ら
反
応
を
し
て
い
る
。

液
晶
に
浮
か
ん
で
い
る
、
ギ
ル
モ
ン
の
紋
章
。

タ
カ
ト
「

（
強
い
顔
に
な
っ
て
）
い
る
！

ギ
ル
モ
ン
は
い
る
ん
だ
！
」

サ
ッ
と
辺
り
を
見
回
す
。

ギ
ル
モ
ン
の
粒
子
が
消
え
て
行
っ
た
方
向
を
見
る
と

「
西
新
宿
貯
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
。
立
入
禁
止
」

○
リ
ー
の
マ
ン
シ
ョ
ン
／
外
観

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

小

春
「
（
オ
フ
）
は
ー
い
は
い
は
い
は
ー
い
」

○
リ
ー
の
マ
ン
シ
ョ
ン
／
ダ
イ
ニ
ン
グ

キ
ッ
チ
ン
の
椅
子
に
乗
り
モ
ニ
タ
・
イ
ン
タ
フ
ォ
ン
の
受
話

器
を
握
り
、
液
晶
に
浮
か
ぶ
タ
カ
ト
の
顔
を
見
て
い
る
小
春
。

タ
カ
ト
「
こ
っ
、
こ
ん
ば
ん
は
っ
。
あ
の
僕
は
リ
ー
君
と
同
じ
学
校
の

」

小

春
「
（
最
後
ま
で
聞
か
ず
）
ジ
ェ
ン
兄
ち
ゃ
ー
ん
！

お
友
だ
ち
ー
っ
」

タ
カ
ト
「
あ
っ
、
あ
の
…
…
」

○
タ
カ
ト
の
家
／
キ
ッ
チ
ン

夕
食
を
食
べ
て
い
る
父
と
母
。
タ
カ
ト
の
席
は
空
い
て
い
る
。

父
親
、
チ
ラ
と
時
計
を
見
て

父

親
「
タ
カ
ト
が
こ
ん
な
に
帰
り
が
遅
い
の
、
初
め
て
じ
ゃ
な
い
か
？
」

母

親
「

あ
た
し
た
ち
が
子
ど
も
の
時
、
夕
ご
飯
の
時
間
忘
れ
て
外
で
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遊
び
回
っ
て
る
の
、
普
通
だ
っ
た
よ
ね
…
…
」

父

親
「

そ
う
、
だ
っ
た
よ
な
」

母

親
「
タ
カ
ト
た
ち
、
今
の
子
ど
も
っ
て
、
そ
こ
が
可
哀
相
、
っ
て
思
う
」

父

親
「

う
ん
…
…
」

母

親
「
（
意
図
的
に
明
る
く
）
心
配
す
ん
の
や
め
よ
。
あ
の
子
も
も
う
大

き
い
ん
だ
か
ら
」

父

親
「
だ
な
」黙
々
と
食
べ
続
け
る
二
人
。

○
留
姫
の
家
／
祖
母
の
部
屋

品
の
良
い
和
調
度
の
部
屋
。
そ
の
一
角
に
置
か
れ
た
文
机
に

初
心
者
用
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
。
祖
母
が
黙
々
と
キ
ー
を
叩
い
て
い
る
。

す
っ
、
と
襖
を
開
け
、
中
に
入
る
留
姫
。

近
づ
い
て
液
晶
モ
ニ
タ
を
脇
か
ら
覗
き
込
む
。

ど
こ
ぞ
の
チ
ャ
ッ
ト
画
面
。
祖
母
は
お
ぼ
つ
か
な
い
指
で
テ

キ
ス
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に
文
字
を
埋
め
て
い
く
。

セ
イ
コ＞

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
ー
。
も
う
私
は
オ
バ
ち

ゃ
ん
な
ん
で
す
も
の
。
オ
ホ
ホ
ホ
（
笑
）

留
姫
、
訝
し
む
目
で
「
（
笑
）
」
と
、
平
然
と
し
た
顔
の
ま

ま
の
聖
子
を
見
比
べ
る
。

祖

母
「
留
姫
も
パ
ソ
コ
ン
、
欲
し
か
っ
た
ら
マ
マ
に
言
っ
た
ら
？
」

留

姫
「
（
む
っ
）
そ
ん
な
の
要
ら
な
い
」

と
、
呼
び
鈴
の
音
。

祖

母
「
マ
マ
か
な
？

留
姫
ち
ゃ
ん
出
て
あ
げ
て
」

留

姫
「
（
嘆
息
）
」

○
留
姫
の
家
／
玄
関格

子
戸
を
開
く
留
姫
。

留

姫
「
！

何
…
…
？
」

立
っ
て
い
た
の
は
タ
カ
ト
と
リ
ー
、
そ
し
て
テ
リ
ア
モ
ン
。

○
情
報
管
理
局
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パ
ー
ム
Ｐ
Ｃ
に
不
似
合
い
な
大
き
さ
の
ド
ラ
イ
ヴ
が
装
着
さ

れ

、F
i
r
e
W
i
r
e

ケ
ー
ブ
ル
が
コ
ネ
ク
ト
さ
れ
る
。

そ
の
コ
ー
ド
を
メ
イ
ン
・
コ
ン
ソ
ー
ル
の
剥
が
し
た
パ
ネ
ル

裏
側
に
あ
る
コ
ネ
ク
タ
に
プ
ラ
グ
イ
ン
す
る
、
山
木
。

麗

花
「
ど
う
、
す
る
ん
で
す
？
」

山

木
「
あ
れ
が
何
で
あ
れ
、
属
性
は
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
、
ネ
ッ
ト
内
を
無

秩
序
に
す
る
者
と
同
じ
だ
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
」

山
木
、
ハ
ン
ド
ヘ
ル
ド
の
小
さ
な
キ
ー
ボ
ー
ド
で
素
早
く
入

力
す
る
。
ピ
ッ
。
ｆ
ｔ
ｐ
が
始
ま
る
。

○
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
前

や
っ
て
く
る
三
人
と
、
レ
ナ
モ
ン
、
テ
リ
ア
モ
ン
。

タ
カ
ト
「
こ
こ
な
ん
だ
…
…
。
こ
こ
で
ギ
ル
モ
ン
が
消
え
ち
ゃ
っ
た
」

レ
ナ
モ
ン
「
留
姫
…
…
」

留
姫
、
レ
ナ
モ
ン
に
振
り
向
き
、
ギ
ョ
ッ
と
な
る
。

留

姫
「
レ
ナ
モ
ン
！
」

レ
ナ
モ
ン
、
目
の
前
に
か
ざ
し
た
両
手
の
先
が
僅
か
に
量
子

化
し
て
い
る
。

リ

ー
「
（
は
っ
）
テ
リ
ア
モ
ン!?

」

テ
リ
ア
モ
ン
「
ぼ
く
も
何
か
変
な
感
じ
ー
」

テ
リ
ア
モ
ン
の
耳
の
先
も
同
じ
く
。

リ

ー
「
こ
の
奥
に
、
何
か
が
あ
る
。
テ
リ
ア
モ
ン
。
家
に
戻
っ
て
い
て
く

れ
。
レ
ナ
モ
ン
。
君
も
こ
の
近
く
に
い
な
い
方
が
い
い
」

レ
ナ
モ
ン
「
…
…
（
留
姫
を
見
る
）
」

留

姫
「
い
い
よ
。
戻
っ
て
て
」

頷
き
、
す
っ
と
闇
に
溶
け
る
レ
ナ
モ
ン
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
僕
は
向
こ
う
で
待
っ
て
る
ね
ー
」

ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
と
歩
い
て
い
く
テ
リ
ア
モ
ン
。

留

姫
「
こ
こ
に
近
づ
か
な
き
ゃ
い
い
だ
け
で
し
ょ
。
あ
た
し
も
帰
る
」

リ

ー
「
ギ
ル
モ
ン
が
消
え
て
し
ま
っ
た
ん
だ
」

俯
く
タ
カ
ト
。

留

姫
「
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
。
ど
う
せ
デ
ジ
モ
ン
は
デ
ジ
モ

」
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タ
カ
ト
「
デ
ジ
モ
ン
は
！
」

語
気
に
口
を
つ
ぐ
む
留
姫
。

タ
カ
ト
「

友
だ
ち
だ
よ
…
…
。
僕
た
ち
の
、
友
だ
ち
だ
よ
」

リ

ー
「
行
こ
う
。
ギ
ル
モ
ン
を
助
け
に
」

タ
カ
ト
と
リ
ー
、
柵
を
よ
じ
登
り
始
め
る
。

留

姫
「

（
呟
く
）
関
係
、
な
い
じ
ゃ
な
い
…
…
」

留
姫
、
自
分
の
Ｄ－

Ａ
Ｒ
Ｋ
を
見
る
。
ぼ
う
っ
、
と
明
滅
。

留

姫
「
…
…
」

○
情
報
管
理
局

バ
ン
！

パ
ネ
ル
蓋
を
乱
暴
に
閉
め
る
山
木
。

麗

花
「
危
険
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
の
も
の
に
障
害
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
」

山

木
「
腐
っ
た
枝
は
切
り
落
と
す
。
後
で
繋
げ
れ
ば
い
い
の
さ
。
私
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ユ
ゴ
ス
を
実
行
し
て
く
れ
」

躊
躇
す
る
も
、
そ
の
忌
ま
わ
し
き
名
を
タ
イ
プ
す
る
麗
花
。

コ
ン
ソ
ー
ル
開
き
、
テ
キ
ス
ト
が
猛
烈
に
ス
ク
ロ
ー
ル
。

○
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
内

地
下
へ
緩
や
か
に
下
る
工
事
車
両
用
の
ト
ン
ネ
ル
。

リ

ー
「
昼
間
は
工
事
を
し
て
い
る
筈
だ
。
夜
だ
け
活
性
化
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
な
…
…
」

ザ
。
背
後
か
ら
靴
の
音
。
振
り
向
く
二
人
は
、
留
姫
を
見
る
。

タ
カ
ト
「
留
姫
ち
ゃ

」

睨
む
留
姫
。

タ
カ
ト
「
（
え
へ
ん
）
留
姫
、
来
て
く
れ
た
ん
だ
」

留

姫
「
テ
イ
マ
ー
は
敵
に
背
中
を
向
け
な
い
」

リ

ー
「
（
苦
笑
）
じ
ゃ
、
行
こ
う
」

ト
ン
ネ
ル
を
下
っ
て
い
く
三
人
。

○
タ
カ
ト
の
家
／
居
間
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キ
ッ
チ
ン
で
は
母
が
食
器
を
洗
っ
て
い
る
。

父
親
は
ソ
フ
ァ
に
寝
そ
べ
り
、
点
け
た
テ
レ
ビ
を
見
ず
に
新

聞
を
読
ん
で
い
た
が
、
ち
ら
、
と
妻
の
背
を
見
る
。

父

「
…
…
（
ボ
ソ
）
ち
ょ
っ
と

、
散
歩
に
行
っ
て
く
る
か
な
」

再
び
新
聞
に
目
を
落
と
す
。

洗
い
物
の
手
を
止
め

。

母

「
…
…
（
ボ
ソ
）
買
い
物
し
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
、
か
な
…
…
」

○
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
内
／
巨
大
貯
水
孔

ば
お
お
お
お
お
ん
ん
。
広
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
底
世
界
。

タ
カ
ト
「
す
っ
ご
い
な
ぁ
、
僕
た
ち
が
住
ん
で
る
町
の
下
に
、
こ
ん
な
大
っ

き
な
ト
ン
ネ
ル
が
あ
っ
た
な
ん
て
」

留

姫
「

こ
れ
、
ど
こ
ま
で
続
い
て
ん
の
よ
」

タ
カ
ト
「
え
っ
と
、
先
生
に
教
わ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
隣
の
町
ま
で
繋
が
っ
て

る
ん
だ
っ
て
」

留

姫
「
じ
ょ
ー
だ
ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
。
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
テ
ク
テ
ク
歩

か
な
き
ゃ
な
ん
な
い
の
よ
」

リ

ー
「
（
微
笑
）
も
う
す
ぐ
こ
こ
も
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。
歩
け
る
な

ん
て
今
の
内
だ
け
な
ん
だ
よ
」

留

姫
「
ち
っ
と
も
得
し
た
気
分
じ
ゃ
な
い
」

タ
カ
ト
、
Ｄ－

Ａ
Ｒ
Ｋ
の
輝
き
が
増
し
て
い
る
の
に
気
づ
き

タ
カ
ト
「
リ
ー
君
！
」

リ

ー
「

向
こ
う
を
見
て
、
タ
カ
ト
君
」

タ
カ
ト＋

留
姫
「
！
」

薄
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
央
辺
り
。
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド

に
似
た
、
よ
り
外
郭
が
明
確
な
�
ゾ
ー
ン
�
が
ゆ
っ
く
り
と

回
転
し
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
。

○
情
報
管
理
局

ヒ
ュ
プ
ノ
ス
前
の
仮
想
ウ
ィ
ン
ド
ウ
、
ト
レ
ー
サ
ー
の
画
面

に
、
デ
ー
タ
分
解
さ
れ
た
状
態
で
渦
を
巻
く
ゾ
ー
ン
。
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麗

花
「
ユ
ゴ
ス
、
ゾ
ー
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
」

山

木
「
焼
き
尽
く
せ
。
ネ
ッ
ト
の
異
物
を
」

○
ゾ
ー
ン
前

現
実
世
界
で
は
、
そ
れ
は
違
う
形
に
見
え
て
い
る
。

そ
の
前
に
立
つ
三
人
。

タ
カ
ト
「
こ
の
中
に
ギ
ル
モ
ン
が
い
る
！

ギ
ル
モ
ン
！

ギ
ル
モ
ー
ン!?

」

留

姫
「
何
で
そ
ん
な
事
判
ん
の
よ
！

ど
う
す
る
つ
も
り!?

」

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！

僕
が
、
僕
が
君
を
助
け
る
！
」

と
！

タ
カ
ト
の
Ｄ－

Ａ
Ｒ
Ｋ
が
眩
い
輝
き
を
放
ち
始
め
た
。

タ
カ
ト
「
あ
っ
…
…
」

リ
ー
、
留
姫
ら
の
も
同
じ
く
ビ
ー
ム
を
放
っ
て
い
る
。

留

姫
「
何
こ
れ
…
…
」

リ

ー
「
僕
た
ち
と
デ
ジ
モ
ン
を
繋
ぐ
の
は
、
こ
の
デ
ジ
バ
イ
ス
！
」

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
向
い
て
い
た
三
人
の
ビ
ー
ム
が
束
な
っ

て

ゾ
ー
ン
を
貫
く
！

タ
カ
ト
「
（
強
い
顔
で
）
ギ
ル
モ
ン
！
」

と

、
複
雑
な
機
構
の
�
ゲ
ー
ト
�
が
回
栓
。

リ

ー
「
開
い
た
…
…
」

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！
」

タ
カ
ト
、
ゴ
ー
グ
ル
を
目
に
装
着
し

、
ゲ
ー
ト
の
中
へ
。

リ

ー
「
タ
カ
ト
君
！

待
っ
て
！
（
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
て
追
う
）
」

留

姫
「
あ
あ
ッ
も
う
ッ
！
（
や
は
り
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
つ
つ
）
」

○
ゾ
ー
ン
内

タ
カ
ト
「
ワ
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
」

三
人
は
、
異
世
界
に
迷
い
込
ん
だ

。

そ
こ
に
は
重
力
が
存
在
し
な
い
。
上
下
の
ベ
ク
ト
ル
も
無
い
。

た
だ
混
沌
が
そ
こ
に
あ
る
。

情
報
の
澱
が
膿
と
な
っ
て
現
実
世
界
へ
浸
食
し
た
、
そ
れ
が

�
ゾ
ー
ン
�
だ
。

留

姫
「
な
っ
、
何
よ
こ
こ
！

目
茶
苦
茶
じ
ゃ
な
い
！
」
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リ

ー
「
そ
う
、
目
茶
苦
茶
だ
か
ら
こ
い
つ
は
こ
こ
に
現
れ
た

」

タ
カ
ト
「
（
ゴ
ー
グ
ル
を
外
し
）
ギ
ル
モ
ン
！

ギ
ル
モ
ン
ど
こ!?

」

タ
カ
ト
、
必
死
に
、
ギ
ル
モ
ン
を
探
す
為
に

、
泳
ぐ
。

手
足
を
無
茶
苦
茶
に
動
か
し
、
そ
の
ゾ
ー
ン
内
で
移
動
す
る

事
を
可
能
と
し
て
い
て
い
る
。

リ

ー
「
よ
お
お
っ
し
」

リ
ー
も
タ
カ
ト
の
真
似
を
し
て
続
く
。

留

姫
「
か
…
…
、
カ
ッ
コ
悪
い
ぃ
…
…
。
も
う
ッ
」

ゾ
ー
ン
中
心
部
。

そ
こ
に
、
ギ
ル
モ
ン
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。
周
囲
か
ら
シ

ナ
プ
ス
の
様
な
管
で
縛
ら
れ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！

ギ
ル
モ
ン
僕
だ
よ
！
」

ギ
ル
モ
ン
、
薄
く
目
を
開
け
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
…
…
？

あ
そ
、
ぼ
…
…
？
」

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！

君
は
デ
ジ
モ
ン
だ
よ
！

強
い
ん
だ
！
」

ド
オ
オ
オ
ン
！

そ
の
時
、
ゾ
ー
ン
の
外
側
か
ら
眩
い
輝
き

が
包
み
、
振
動
！

リ

ー
「
何
だ!?

」

○
情
報
管
制
室

麗

花
「
？

ゾ
ー
ン
内
部
に
極
め
て
特
殊
な
デ
ー
タ
が
紛
れ
て
い
ま
す
」

山

木
「
構
わ
な
い
。
全
て
消
去
す
る
。
ユ
ゴ
ス
を
再
度
撃
て
」

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ッ
ッ
！

ミ
サ
イ
ル
の
如
き
光
の
矛
が

突
き
進
み

、
ゾ
ー
ン
（
ネ
ッ
ト
内
形
状
）
を
襲
う
！

○
ゾ
ー
ン
内

ド
オ
オ
オ
オ
オ
ン

再
度
激
し
い
振
動
。

留

姫
「!!

見
て
！
」
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ゾ
ー
ン
の
隔
壁
が
消
滅
し
て
い
く
！

ギ
ル
モ
ン
を
つ
な
ぎ
止
め
る
シ
ナ
プ
ス
も
徐
々
に
、
ギ
ル
モ

ン
も
ろ
と
も
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
！

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
が
消
え
ち
ゃ
う
！

（
サ
ッ
と
振
り
向
き
）
リ
ー
君
！
」

リ

ー
「
留
姫
！
」

留

姫
「
え
っ
？

あ
！
（
合
点
）
」

留
姫
、
リ
ー
と
タ
カ
ト
両
サ
イ
ド
に
別
れ
、
タ
カ
ト
の
腕
を

掴
ん
で
、
二
人
が
タ
カ
ト
を
ギ
ル
モ
ン
の
方
へ
飛
ば
す
！

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
！
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
…
…
、
タ
カ
ト
ォ
ォ
ォ!

!

」

ギ
ル
モ
ン
、
渾
身
の
力
で
自
ら
を
縛
る
シ
ナ
プ
ス
を
千
切
っ

て
い
く
。
し
か
し

、
消
滅
の
速
度
は
速
い
！

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ォ
ォ
ォ
ン
！
」

タ
カ
ト
、
ギ
ル
モ
ン
に
飛
び
つ
く
！

シ
ナ
プ
ス
を
払
っ
て

ギ
ル
モ
ン
を
自
由
に
！

ギ
ル
モ
ン
は
タ
カ
ト
を
抱
え
て
身
体
を
丸
め

、
リ
ー
と

留
姫
の
方
に
突
進
！

留

姫
「
！

う
そ
っ
っ
っ
！
」

リ

ー
「
避
け
る
ん
だ
！
」

丸
ま
っ
た
ギ
ル
モ
ン
、
タ
カ
ト
と
一
体
と
な
っ
て
、
真
っ
赤

に
輝
く
！

消
滅
し
つ
つ
あ
る
ゾ
ー
ン
の
中
に
、
光
輝
く
�
ル
ー
ト
�
を

作
っ
て
い
く
。

リ

ー
「
留
姫
、
こ
こ
か
ら
出
よ
う
！
」

留

姫
「
早
く
出
た
い
っ
て
ば
こ
ん
な
と
こ
！
」

二
人
、
ル
ー
ト
に
飛
び
乗
り
、
駈
け
出
す
。

ル
ー
ト
上
に
�
着
地
�
し
た
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
。

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
あ
り
が
と
う
」

リ

ー
「
（
追
い
つ
き
）
早
く
！

早
く
出
な
い
と
こ
こ
が
消
滅
す
る
！
」

三
人
と
ギ
ル
モ
ン
、
光
の
道
を
駈
け
て
い
く

。

○
情
報
管
制
室
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仮
想
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
�
ゾ
ー
ン
�
、
消
滅
し
た
。

麗

花
「
ゾ
ー
ン
、
消
滅
し
ま
し
た
」

カ
チ
リ
、
と
ジ
ッ
ポ
の
蓋
を
閉
じ
る
山
木
。

○
中
央
公
園

三
人
と
、
三
体
の
デ
ジ
モ
ン
、
街
灯
の
下
に
。

タ
カ
ト
「
み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
。
み
ん
な
の
お
蔭
で
ギ
ル
モ
ン
と
ま
た
会
え

た
よ
！
」

ギ
ル
モ
ン
「
み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
ー
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
も
ー
ま
ん
た
い
ー
」

レ
ナ
モ
ン
「
君
は
何
も
し
て
い
な
い
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
自
分
だ
っ
て
ー
」

苦
笑
す
る
タ
カ
ト
と
リ
ー
。

仲
良
く
し
て
い
る
二
人
と
デ
ジ
モ
ン
を
見
て
、
不
快
に
な
り

留

姫
「
く
だ
ら
な
い
。
た
か
が
デ
ジ
モ
ン
の
く
せ
に
」

背
を
向
け
帰
っ
て
い
く
留
姫
。

レ
ナ
モ
ン
、
困
っ
た
顔
を
一
瞬
見
せ

、
闇
に
溶
け
る
。

タ
カ
ト
「
（
小
さ
く
嘆
息
）
」

と

、
向
こ
う
か
ら
父
と
母
の
声
。

父

「
（
オ
フ
）
タ
カ
ト
ぉ
ー
」

母

「
（
オ
フ
）
タ
カ
ト
い
る
ー
っ
？
」

タ
カ
ト
「
お
父
さ
ん
と
、
お
母
さ
ん
…
…
」

リ

ー
「
（
微
笑
）
じ
ゃ
、
ま
た
明
日
学
校
で
」

タ
カ
ト
「

う
ん
、
ホ
ン
ト
に
あ
り
が
と
う
」

リ
ー
と
テ
リ
ア
モ
ン
、
向
こ
う
側
へ
走
っ
て
い
く
。

タ
カ
ト
「
（
ギ
ル
モ
ン
に
）
じ
ゃ
、
ま
た
明
日
」

ギ
ル
モ
ン
「

お
休
み
、
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
目
を
潤
ま
せ

駈
け
出
し
て
い
く
。

タ
カ
ト
「
お
父
さ
ー
ん
！

お
母
さ
ー
ん
！
」

以
下
次
回
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